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人類の最優先課題-核軍縮

ホーマー・A・ジャ、ソク博士

今日、核軍縮による核兵器の廃絶は、人類が早急に取り

組まなければならない唯一の課題となっています。世界共

通の願いである「自由」と「正義」そして「民主主義」や

「ネ土会主義」といったイデオロギーに根差した期待もこれ

に比べれば二次的な目標にすぎません。何よりも、まず、

1945年の広島と長崎の悲劇が他の都市で繰り返されること

を阻止しなければならないのです。

核軍縮

核時代が到来して約40年経ちますが、その間核戦争は起

こりませんでした。果たして核の抑止力が核戦争の勃発を

防いだのでしょうか? そして、核の抑止力を批判した

人々は誤っていたのでしょうか? 様々な戦略ドク卜リン

が打ち出されましたが、長崎以来今日まで核兵器が使用さ

れなかったのは、あるいは、私たちが幸運だったからなの

かもしれません。現在、 5 つ、もしかしたら 8 カ国が50 ， 000

に達する戦略・戦術核兵器を保有しています。私たちは、

これまでと同様、これからも幸運を期待できるのでしょう

か? 意図的に、あるいは誤解によって、事故、テロリス

ト活動によって核兵器が爆発する可能性が、どうも高いよ

うに思われます。核保有国の指導者たちが、あたかも核戦

争を戦って勝つことができるかのような発言を時折してい

ますが、これでは核戦争の危険がいよいよ高まるばかりで

す。

核軍縮は、核兵器による大量殺裁の悲劇を防止するただ

ひとつの方法です。 1978年、国連軍縮特別総会で満場一致

をもって採択された最終文書でこのことを明白に述べてい

ます。今や、人類は軍拡競争に終止符を打って軍縮に取り

組むか、あるいは滅亡への道を辿るか、二者択一の選択を

迫られています。だからこそ、軍縮は単に国連だけでなく、

すべての国家、すべての団体、すべての宗教、そしてすべ

ての人々にとって緊急の課題なのです。

守巴

CommemorativeAddressbyDr.Homer
A.JackinthePresentationCeremony
(mainpurport)

Thereisonlyon 巴 priority forhumanitytoday.That

istheabolitionofnuclearweaponsthroughnucleardisｭ

armament.Suchuniversalgoalsas “freedom 刊 or “Jusｭ

tice," orsuch ideological hopes as “democracy 刊 01

“ socialism," thesearequitesecondary.Theprimegoal

mustbetostopturningeverycityeverywhereintoanoｭ

ther1945HiroshimaorNagasaki

NuclearDisarmament

Thenuclearagehasnotproducedanuclearwarfor

almostfourdecades.Hasnotnucleardeterrence , despite

itscritics, preventednuclearwar つ Perha psIuckhasso

farpreventedanynucl 巴ar detonationsinceNagasakias

muchasanystrategicdoctrin 巴. Yetwhatofthefuture ,

with50,000 strategicandtacticalnuclearweaponsin

thestockpilesoffiveorperhapseightStates?Thechan-
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範 jl

核軍縮は一部の人々が関心を寄せているだけで、世界共

通の問題ではないと主張する人々がいます。これは東西両

陣営あるいは「北側」の国々の問題であって、少なくとも

「南側」の国々には無関係だというのです。また、「第三世

界」の国々は、核戦争の脅威におびえる「第一世界」や「第

二世ー界」の国々と立場が異なるので、開発などの課題を最

優先させるべきだと説く人々もいます。しかし、私は、平

和と軍縮は、単なる東西両陣営だけの問題でもなければ、

北側の国々の賀沢な関心事でもなく万国共通の課題である

ことを強調したいのです。平和と軍縮の実現は、「南側諸国」

にも避けて通れない問題なのです(皆様もご存じのように、

日本は、「西側諸国」の一員と見倣されていますが、これは

世界の地図を政治の色分け巳よって塗り変えようとする

「こじつけ」にすぎません)。

4 項目の処方筆

核軍縮を最優先することを提案しました。それでは、す

べての物ごとが悪い方向へ進んで‘いるように思われる今日

の暗泊たる政治情勢において核軍縮はどのような意味を持

っているのでしょうか。核兵器の保有数は長年にわたり増

大する一方です。そして、これを平和への道へ逆転させる

ようなよい知らせは、まったく聞かれません。そこで、核

軍拡の悪循環を断ち切るための 4 項目の処方築をご紹介い

たしましょう。

まず第 l に、すべての新型核兵器の開発、実験、配備を

まずアメリカとソ連が、そして他のすべての国家が直ちに

凍結することです。核兵器やその運搬システムをどの地域

にもこれ以上設置してはならないのです。核軍拡の凍結は、

いわゆる「国民的」査察手段によって検証することができ

ます。他の核保有国が核凍結の期待に応えてくれることを

期待して、どの核保有国がこの核軍縮のプロセスを開始し

でもよいのです。
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cesofanucleardetonationbycalculationormiscalculc ト

tion , byaccidentorterrorism , appearshigh.Theposs ト

bilityescalateswhentheleadersofonenuclearState

intermittentlydeclarethatitcanfightandwinanuclear

war

Nucleardisarmamentistheonlym巴thod toprevent

thereal possibility ofnuclearholocaust.The Final

DocumentoftheFirstUnitedNationsSpecialSession

onDisarmament , adoptedunanimouslyin 1978, made

thisclear.Humanityisconfrontedwithachoice:"We

musthaltthearmsraceandproceedtodisarmament01

faceannihiliation."ThusdisarmamentmustbethePI'卜

ority , notaloneoftheUnitedNations, butofallStates ,

allorganizations, allreligions , andallpeoples

Someallegethat this じoncern fornucleardisarmaｭ

mentisprovincial , anEast/West01 “ Northern 円 preoc­

cupation ,butnotauniversalone,atleastnot “ Southern."

Somesuggest that th 巴 so-called “ Third World" has

priorities-suchas development 一di 仇rent fromthose

ofthe“ First 竹 or "Second"worlds ‘ both ofthelatter

beingmorefearfuloftheconsequencesofnuclearwal

IassertthatpeaceanddisarmamentarenotEast/West

orNorthernluxuries.They are 巴qually a necessity 川

the"South 刊. (Japan ,asyouknow , isconsideredbysome
quirkofpoliticalgeographytobea"Western刊 Stat巴.)

Four-PointPrescription

Havingsuggestedthepriorityofnucleardisarmaｭ

ment , letm巴 indicate whatthismeansinthecurrent

bleakpoliticalatmospherewhereeverythingseemsto

begoingdownhill.Ther 巴 has beennogoodnewsfor

manyyearstoreversethetrendofincreasingnuclear

stockpiles.Hereisafour-pointprescriptionofnextsteps

tobegintogetoutofthenucleararmsspiral

First, thedevelopment , testing , anddeploymentof

allnewnuclearweaponsshouldimmediat 巴 Iy befrozen

byall States ，川 itially bytheU.S.A.andtheU.S.S.R

Thismeansthatnoadditionalnuclearweaponsandtheir

deliverysystemsshouldbeinstalledanywhere.Sucha
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第 2 に、すべての環境における核兵器の実験を条約によ

って禁止することです(部分的核実験禁止条約は地下核実

験を禁じておらず、すべての国家が調印しているわけでも

ありません)。全面的核実験禁止条約が成立し、調印・批准

が実現するまで、核保有 5 カ国のうちどの国が直ちに実験

を中止してもよいのです。アメリカでは 2 人の大統領選挙

立候補者が、当選の暁には、 6 カ月にわたり地下核実験を

停止して、ソ連に同じ措置をもってこれに応えるよう呼び

かけることを誓約しています。

第 3 に、核兵器の最初の行使だけでなく、核兵器の行使

を一切条約によって禁止し、核兵器の使用を人類に対する

犯罪と規定することです。国連でのこの決議が採決に付さ

れたとき、国連加盟国の大多数が賛成票を投じました。し

かし、核兵器の最初と二番目の行使の犠牲となった国はこ

れを支持しなかったと言われています。いずれにせよ、決

議だけでは十分でありません。規約もしくは条約が必要で、

す。

4 番目に、これが最後になりますが、できるだけ速やか

に、そして 1980年代の終わりまでには確実に、すべての核

保有国の兵器庫から核兵器を、段階的になくしていかなけ

ればなりません。これにはすでにその存在が確認されてい

るもの、また、否認されているもの、すべての核兵器が含

まれます。軍備を目的とした核の研究開発、生産、そして

配備がこれにより終駕を告げることになります。

ここに述べたようなステップが必要なことは、多くの国

がすでに認めているかもしれません。だが、実行されると

いう保証はどこにもないのです。そこで一方的核軍縮 ユ

ニラテラリズムーが有効な手段となります。故フルシチョ

フ首相が言ったように「相互に模範を示し合う」という考

え方でもいいし、「国民的イニシアチブ」という名目でもい

いのです。軍拡競争は、当事国の一方的な軍備増強により

拡大しました。ですから、軍縮も、条約の枠組とは別のイ
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nuclearfreezecanbeveri 日ed byso-called “ national"
meansofinsp 巴ction. AlsoanynuclearStatemightbegin

thisprocess, hopingthattheothersmightreciprocate
Second , nuclearweaponstestsinallenvironments
shouldbeprohibitedbytreaty.(Thepartialtest-ban

treatydoesnotprohibitundergroundtestsandithas

notbeen univ 巴rsally signed.)Anyofthefivenuclear

W巴apon Statesmightimmediatelystopsuchtestsuntil

acomprehensivetest-bantreatycouldbesignedand

ratified.TwocandidatesforthepresidencyoftheU.S.A

havepledged , ifelected , toin 山 ate asix-monthmoratoｭ

riumonundergroundtestingtochallengetheSoviet

UniontorespondinKind

Third ,theuse-andnotjustthefirstuse-ofnuclear
weaponsshouldbeprohibitedbytreaty , andtheiruse
madeacrim巴 against humanity.Itissadthatthecounｭ

trywhichwasthefirstandsecondvictimofnuclear

weaponsdidnotvoteinfavorofthisU.N.resolution ,
althoughamajorityofU.N.memberStatesdidso.Yet

morethanaresolutionisneeded;theremustbeaconｭ

ventlonortreaty

Fourthandlast, nuclearweaponsshouldbephased
outofthearsenalsofallnuclearweaponStates-those

acknowledgedandthosecovert-assoonaspossible,
certainlybytheendofthisdecade.Thewholeworld
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ニシアチブによって達成できるかもしれません。最近採択

された国連決議にも誼われているように、核兵器の凍結は

一方的に始めてもよいのです。核保有 5 カ国のうち、勇気

をもって核軍縮への道を踏みだすのは果たしてどの国でし

ょうか。

宗教が果たす特別な役割
モスク

キリスト教の教会、イスラム教の礼拝堂、仏教の寺院、

その他の宗教団体は核軍縮に向けて特別な役割を果たすこ

とができます。核兵器に関する倫理的原則の確立が世界の

偉大な宗教によってますます強く叫ばれるようになりまし

た。これらの宣言に盛られた理念を、全国的かつ地域的レ

ベルで実践していかなければなりません。特に現代の核の

時代にあっては、宗教者の認識、あえていえば、偏見を変

えなければなりません。例えば、米国とソ連の間で、あら

ゆる面にわたって存在してきた古い対立関係ーそして新

しい対立関係ーを見直し、癒やすことが必要です。宗教者

は、核実験の停止を実現するために、これまでの姿勢を改

めることが必要でないかどうか自らに問い質したいと思い

ます。また、ガンジーが提唱した非暴力抵抗主義によって、

核兵器の配備を阻止できないか検討してみたいと思います。

さらに、無謀な核軍核を主張し、実行している政府の政策

をどうしたら改めることができるか考えたいと思います。

宗教者は、政府が国連で核軍縮を支持したからといって、
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mustbecomeanuclearfreezone.Thismeanstheendto

nuclearI百earch anddevelopmentforweaponspurposes,

theendtoproduction , andtheendtodeployment

Thesestepsmaybethewidely-acknowledgedgoals

ofmanyStates, butthereisnoguaranteethattheywill
beimplemented.Hereiswhereunilateralismcanbeuseｭ

ful , whetherunderthenameof “ mutual"(that wasMr

Khrushchev'sterm)or “ national initiatives.刊 The arms

racehasproliferatedbyunilateralstepsanditmightbe

lessenedalsobyinitiativeindependentoftreaties.A

nuclearweaponsfreezecouldbeunilaterallybegunas

arecentU.N.resolutionrecommends.Whichofthefive

nuclearweaponStateswillhavethecouragetostartthis

necessaryprocess?

SpecialReligiousRole

Churches, mosques ‘ temples, andotherreligiousinｭ
stitutionshaveaspecialrolehere 目 The ethicalprinciples

aboutnuclearweapons. increasinglypromulgatedby

greatworldreligions , andtheirdenominations 、 mus 幻t b巴

implement 陀ed onnationalandlocallevels.In the 日firs

川s引tance t山hi内s me回ans t出ha剖t thepe引rc白ep似ti巾ons陪s ， indeedthepreｭ

judices, ofmembersofreligiousinstitutionsmustbe

changed , especiallyinthisnuclearage.Old-andnew

-antagonismsmustbeexaminedand healed 、 such as

thoseoneverylevelbetweentheU.S.A.andtheU.SS.R

Membersofreligiousorganizationsmustbeaskedto

considerwhetherchangesofvocationcouldhelpbring

ahalttothet巴sting ofnuclearweapons.Membersmight

considerwhethertheuseofGandhiannon-violentreｭ

sistancemightstopthedeploymentofnuclearweapons

Membersmightponderhowtochangegovernments

whichvoiceordemonstraterecklessnuclearpolicies

Membersofreligionsmightnotcountenancetheirgovｭ

ernmentsmerelyvotingfornucleardisarmamentatthe

U.N.Theymightdemandthatth 巴 Ir governmentsscrap

nuclearstockpilesandtakegreatrisksfOJ ・ nuclearpeace

asallpeoplesareforcedtotakegreatrisksfordubious

deterrence
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それで満足していてよいのでしょうか。あやふやな核抑止

力の理論によってすべての人々が生命の危険を負わされて

います。それよりも、現在保有している核兵器を廃絶する

平和への危険負担を政府に要求したらいかがでしょうか。

平和活動

すべての宗教の歴史には、平和をないがしろにして、戦

争を引き起こし、戦争を称賛した悲しむべき記録が残され

ています。いにしえの釈尊、近年のガンジーなどによって

崇高な理念が示されているにもかかわらず、ナショナリズ

ムに基づいた高慢、横柄、尊大がともすると宗教者の心を

支配しています。宗教団体は常に自らを省みる姿勢が欠け

ていました。あまりにも多くの宗教指導者が、倫理的欠陥

には目をつぶって、「民主主義」、「社会主義」、その他の国

家体制に容易に迎合し、頑迷にこれを擁護しています。

私は、本日、庭野日敬師より平和賞を授与されることに

深い感銘を覚えます。約20年にわたり、庭野師と共に様々

な国で平和と箪縮を目指して仕事をしてまいりました。現

代の偉大な仏教者庭野師は、釈尊がかつてアジアの地を巡

り歩かれたように、平和のため世界中の国々を訪ねておら

れます。

私は、前回のブラジルのへルダー・ぺソア・カマラ大司

教に次いで、この賞を授けられることをたいへん名誉に思

います。カマラ大司教の偉大な功績に比べれば、まだ微力

ですが、私なりに最善を尽くしたいと存じます。

庭野師のお言葉にもあるように「教団の枠をこえた宗教

協力の理念のもとに世界平和を推進」したことにより庭野

平和賞が私に与えられるとのことですが、私は謙虚な気持

と同時に焦燥感をもって、この立をお受けいたします。な

ぜなら、核兵器が人類を絶滅する前にこれらの死の装置を

廃絶しなげればならず、この仕事を成し遂げるために私た

ちに残されている時間はもうわずかしかなし功〉らです。
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PeaceActivity

Allreligionshavehadthesorryrecordthroughhisｭ

toryofmakingwars, evenblessing them , ratherthan
demandingpeace.Therehavebeenafewnotableexｭ

ceptions, includingsuchexemplarsastheBuddhain
ancienttimesandMohandasGandhiinourtime.Yet

hubris-prideandarrogance-basedonnationalismeven

inreligiouscommunitiesisoverwhelming.Self-criticism

byreligiousinstitutionsisalwaysinshortsupply.Too

manyreligiousleaderseasilyendorseandstubbornlydeｭ

fendtheirnation's “ democracy" ortheirnation's “ so­

cialism," whenbothofthesesystems, andothers, are
ethicallyf1awed

IamespeciallytouchedthatIamr巴ceiving anaward

bearingthenameofPresidentNikkyoNiwano, Ihave
workedwithPresid 巴nt Niwanoonissuesofpeaceand

disarmam 巴nt foralmosttwod巴cades onseveralcontiｭ

nents.ThisgreatmodernBuddhistroamsthewhole

worldforpeaceastheBuddhamovedaboutAsia

LikewiseIamhonoredtobether巴ci pientofaprize

previouslyawardedtoArchbishopH巴Ider PessoaCamara

ofBrazil.Icannotwalkinhisfootsteps , butIshalltry
ThusIaccepttheNiwanoPeacePrizeforpromoting

“ world peacethroughinter-religiouscooperation."Ido

sowithhumility.ButalsoIdosowithimpatience.We

havescarcelytimetofinishthetaskofabolishingnuｭ

clearweaponsbeforethesedevicesofdeathwillsoon

abolishus
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